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厚生連医師 第１４巻 １ 号 ７８～７８ ２００５

２００４．１１．２８．現在
通し番号 病院番号 系統病院 産業医名 協議会

１ ０１ 糸 魚 川 結城 浩良
２ ０１ 糸 魚 川 樋口 清博
３ ０２ 上 越 外山 譲二
４ ０２ 上 越 深川 光俊
５ ０３ け い な ん 早津 邦弘
６ ０３ け い な ん 中村 治雄
７ ０６ 魚 沼 齋藤 六温
８ ０６ 魚 沼 西澤 和倫
９ ０７ 刈 羽 郡 宮川 創平
１０ ０７ 刈 羽 郡 漆山 勝
１１ ０７ 刈 羽 郡 恩田 晃
１２ ０７ 刈 羽 郡 木村 道夫
１３ ０７ 刈 羽 郡 涌井 一郎
１４ ０８ 長 岡 中 央 稲田 勢介
１５ ０８ 長 岡 中 央 江部 直子
１６ ０８ 長 岡 中 央 津久井 淳
１７ ０８ 長 岡 中 央 富所 隆
１８ ０８ 長 岡 中 央 波多野 徹
１９ ０８ 長 岡 中 央 星 栄一
２０ ０８ 長 岡 中 央 八幡 和明
２１ ０８ 長 岡 中 央 新国 恵也
２２ ０８ 長 岡 中 央 長谷川淳一
２３ ０９ 栃 尾 郷 黒川 和泉
２４ ０９ 栃 尾 郷 小林 和夫
２５ ０９ 栃 尾 郷 銅冶 鋼
２６ １０ 三 条 金原 英雄
２７ １０ 三 条 上村 旭
２８ １０ 三 条 國定 薫
２９ １０ 三 条 高橋 正明
３０ １１ 豊 栄 田中 邦男
３１ １２ 村 上 清水 春夫
３２ １３ 佐 渡 岩田 文英
３３ １３ 佐 渡 服部 晃 会長
３４ １３ 佐 渡 本田 康征
３５ １４ 羽 茂 松尾 凡平
３６ １５ 真野みずほ 森本 芳典
３７ １６ 病 理 五十嵐俊彦 事務局
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JA 新潟県厚生連日医認定産業医連絡協議会の設立

事務局 厚生連病理センター 五十嵐俊彦

２００４年１１月、新潟県厚生連系統１５病院の産業医
連絡協議会を設立し、今後の研修・業務の効率化を図
ることにいたしました。会長には院長会会長の佐渡総
合病院服部晃院長にお願いしました。新潟県医師会事
務局業務二課に確認の上、当連合会からの登録医師数
は３７名で、県内産業医（７５０名）の約 ５％ でした（表
参照）。

ご存知のように、厚生連病院は対象患者を農業従事
者とする地域医療の目的で設立されており、その結
果、病院の立地が郡部・僻地に偏在しております。そ
の為、地理的条件上、産業医であり勤務医でもある医
師より、「研修会に出席できないので、勤務に支障の
ない便宜を図ってもらいたい」旨の申し入れがありま
した。本連絡協議会の設立の発端は、個人での研修会
の地元開催要望に限度があることに対して団体名で交

渉してゆきたい、更に、直面した問題を共有して解決
してゆきたいと考えたからです。前者の点に関して
は、産業医より所属の郡市医師会を介して県医師会へ
積極的に研修会の地元開催を要望していただきたいと
思います。事務局よりは、すでに、県医師会には書面
で要望してあり、また、新潟産業保健推進センター次
長よりは「県医師会からの要望には協力してゆきた
い」との了承を得ることができました。後者の点に関
しては、例えば、所轄の労働基準監督署への遺族給付
申請または労働者災害補償保険審査会への審査請求に
おいて、新潟大学分析センター X 線マイクロアナラ
イザー室の協力により、石綿曝露による業務上疾病の
判定ができました。

今後、一層協力し合い、地域の産業保健に貢献した
いと考えております。




